
※種別は講義、 実習、 演習のいずれかを記入。

到達目標
D

測定評価方法を全て理解
し て、 行なっ ている。

測定評価方法を一部理解
し て、 行なっ ている。

測定評価方法を知っ てい
る。

測定評価方法を考慮でき
ていない。

ふつう あと 少し
製作課題の電子部品、 電
子回路、 実装技術、 測定
評価を知っ ている。

製作課題の電子部品、 電
子回路、 実装技術、 測定
評価を行っ たこ と があ
る。

製作課題の電子部品、 電
子回路、 実装技術、 測定
評価を理解し ていない。

製作課題の製作方法を
知っ ている。

製作課題の製作方法を意
識し ている。

製作課題の製作方法を理
解し ていない。

優れている よい

到達目標
A

製作課題の電子部品、 電
子回路、 実装技術、 測定
評価を全て理解し てい
る。

製作課題の電子部品、 電
子回路、 実装技術、 測定
評価を一部理解し てい
る。

製作課題の製作方法を全
て理解し ている。

製作課題の製作方法を一
部理解し ている。

到達目標
B

到達目標
C

はんだ付け、 配線方法を
全て理解し て、 丁寧に行
なっ ている。

はんだ付け、 配線方法を
一部理解し て、 丁寧に行
なっ ている。

はんだ付け、 配線方法を
知っ ている。

科目名 電子工作実習2 年度 18

学期 実習

単位数　 野澤秀樹　種別※ 60

英語科目名

学科・ 学年 有 必／選 １ 年次 時間数 2

担当教員 横山　 重明 教員の実務経験 有 実務経験の職種国家公務員特別職

【 科目の目的】
電子工学コ ースの本質的な理解目標である「 電子と は何か」 を理解する為に、 こ の科目では「 電子機器をどのよう に生産・ 製造するのか」 を
テーマにも のづく り を通じ 、 電子部品・ 電子回路・ 実装技術・ 測定評価について学習する。

【 科目の概要】
イ コ ラ イ ザーアンプなど回路の組立を通じ 、 電子技術について体験的に学びます。

【 到達目標】
も のづく り で重要なポイ ント を把握し 、 正し く 動作する製品を製作、 完成でき る技術者と なるこ と を目標と する。 ①指示通り に配線さ れている
か。 ②加工ミ スはないか。 ③はんだ付けおよび配線は丁寧か。 動作チェ ッ ク で動作不良があっ た場合、 不良個所を見つけ修理をする。
 
 
 

【 授業の注意点】
授業は、 オリ エンテーショ ン時における講義、 および、 実習中の実技で構成さ れている。 実技指導は、 実施競技のイ ンスト ラ ク タ ーが中心と な
り 行う ので、 専門的で高度な技術修得が期待でき る。 積極的な授業参加度、 授業態度によっ て評価する。

評価基準＝ルーブリ ッ ク

ルーブリ ッ ク
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

測定評価方法を理解でき
ていない。

到達目標
E

はんだ付け、 配線方法は
理解し ているが、 丁寧に
行なっ ていない。

はんだ付け、 配線方法を
理解せず、 丁寧に行なっ
ていない。

製作課題を製作するこ と
ができ ない。

【 教科書】
レジュ メ ・ 資料を配布する。

【 参考資料】

【 成績の評価方法・ 評価基準】

製作課題： 50％　 製作課題に対し て総合的に評価する。
平常点　 ： 50％　 積極的な授業参加度、 授業態度によっ て評価する。

自主的に行動し 、 製作課
題を円滑に進め製作する
こ と ができ る。

製作課題を円滑に進め製
作するこ と ができ る。

製作課題を製作するこ と
ができ る。

製作課題を完成するこ と
ができ ない。
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自己評価： S： と ても よく でき た、 A： よく でき た、 B： でき た、 C： 少し でき なかっ た、 D： まっ たく でき なかっ た

備考 等

3 FM送信機製作③

回路図を理解し 部品配置
設計を行い、 ユニバーサ
ル基板に部品の取付を行

う

4

科目名 電子工作実習２ 年度 2024

学期 後期

授業内容

回路図、 部品

3工作実習を始める上での注意事項を理解し ている。

測定内容 各種測定方法、 内容を理解し ている。

部品取り 付け 取り 付け方法、 位置、 干渉なく 取り 付けでき ている

1各部品の配置が綺麗に取り 付けら れている。

2 FM送信機製作②
共振回路で使用するコ イ
ルの製作および測定を行

う 。

製作内容 製作内容を理解し ている。

3

部品外形を考慮し て配置を決める。

取り 付ける穴位置を決める。

測定結果を確認する。

6 FM送信機製作⑥ FM送信機のまと め

7 イ コ ラ イ ザー製作①
イ コ ラ イ ザー回路と は何

か理解する。

回路図、 部品の種類を理解する。

8 イ コ ラ イ ザー製作②
オペアンプについて理解
をする。 （ 特性、 ピン配

置など）

工作実習の内容を理解し ている。

FM送信機製作⑤
スペク ト ルアナラ イ ザを
使い、 動作チェ ッ ク を行

う 。

部品をはんだ付けする位置を理解し ている。

はんだ付け状態、 リ ード 成形に問題ない。

FM送信機製作④

回路図を理解し 部品配置
設計を行い、 ユニバーサ
ル基板に部品の取付を行

う

5

工作実習内容

工作実習内容

回路図、 部品

部品表作成

注意事項

14

イ コ ラ イ ザー製作③
部品表作成する、 プリ ン
ト 基板の配置について確

認を行う 。
3

1

1

1

部品配置

部品取り 付け位置を確認し 、 部品表を作成する。

部品をはんだ付けする位置を理解し ている。実装位置

出来栄え確認

実装位置

出来栄え確認

はんだ付け状態、 リ ード 成形に問題ない。

部品配置

取り 付け穴位置

部品配置

取り 付け穴位置

9

10 イ コ ラ イ ザー製作④
回路図より プリ ント 基板
に部品のはんだ付けを行

う 。

11 イ コ ラ イ ザー製作⑤
回路図より プリ ント 基板
に部品のはんだ付けを行

う 。

12 イ コ ラ イ ザー製作⑥
電源回路、 信号回路より
配線を考えケース加工の

設計を行う 。

13 イ コ ラ イ ザー製作⑦
電源回路、 信号回路より
配線を考えケース加工の

設計を行う 。

イ コ ラ イ ザー製作⑧
電源回路、 信号回路より
配線を考えケース加工を

行う 。

製作内容

出来栄え、 動作確認

取り 付ける穴を加工する。

製作内容を理解し ている。

取り 付け穴加工

1見栄え良く 、 綺麗にでき 、 動作する。

部品外形を考慮し て配置を決める。

取り 付ける穴位置を決める。

部品外形を考慮し て配置を決める。

1

1

15 イ コ ラ イ ザー製作⑨
イ コ ラ イ ザー製作のまと

め

評価方法： 1. 小テスト 、 2. パフ ォ ーマンス評価、 3. その他

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1 FM送信機製作①
回路図確認・ 部品の説明
より 、 部品表作成を完成

さ せる。
部品表作成

各部品の配置が綺麗に取り 付けら れている。

各種測定方法、 内容を理解し ている。

製作内容

回路図、 部品の種類を理解する。

3部品取り 付け位置を確認し 、 部品表を作成する。

出来栄え確認

部品取り 付け

出来栄え確認

測定内容

測定値

1

3注意事項

出来栄え、 動作確認

取り 付け方法、 位置、 干渉なく 取り 付けでき ている

1

工作実習を始める上での注意事項を理解し ている。

1

製作内容を理解し ている。

見栄え良く 、 綺麗にでき 、 動作する。

工作実習の内容を理解し ている。
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